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歴
史
を
紐
解
く

 

足
利
政
権
の
衰
退　
山
内
、
扇
谷
両
上
杉
氏
の
争
い

	

後
北
条
氏
三
代

　
長
享
の
乱
は
・
・
・

　

山
内
上
杉
家
の
顕あ
き

定さ
だ

（
関
東
管
領
）
と
扇
谷
上
杉
家
の
定
正
と
の
間
の
争
い
で
、
長
享
元
年
（1487

）
に

始
ま
っ
た
。

　
太
田
道
灌
が
暗
殺
さ
れ
て
・
・
・

　

文
明
十
八
年
（1486

）
の
七
月
、
相
模
国
糟
谷
館
（
現
・
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）
の
上
杉
定
正
の
許も
と

で
、
そ

の
配
下
に
よ
っ
て
謀
殺
さ
れ
た
後
、
道
灌
の
嫡
男
、
資す
け

康や
す

は
江
戸
城
に
戻
っ
て
家
督
を
継
承
し
た
が
、
定

正
が
江
戸
城
を
占
領
し
て
彼
を
放
逐
す
る
（
江
戸
城
の
乱
）。

電
子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
71
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
71
号
（2016/1/5

発
行
）
の
電
子
版
と

し
て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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扇
谷
上
杉
家
の
家
中
で
は
・
・
・

　

信
望
が
高
か
っ
た
道
灌
が
誅
殺
さ
れ
た
こ
と
は
、
扇
谷
上
杉
家
中
に
動
揺
を
も
た
ら
し
た
。
定
正
の
実

兄
で
相
模
三
浦
氏
の
当
主
だ
っ
た
高た
か
ひ
ら救
が
、
定
正
に
代
わ
ろ
う
と
図
っ
た
た
め
、
先
代
の
当
主
で
養
父
に

当
る
三
浦
時
高
か
ら
追
放
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
。

　
戦
乱
の
発
端
は
・
・
・

　

翌
長
享
元
年
（1487

）、
顕
定
と
実
兄
の
定
昌
（
越
後
守
護
）
は
、
扇
谷
上
杉
家
と
結
ん
で
い
た
長
尾

景か
げ
ひ
と人

の
弟
、
房
清
を
討
ち
、
下
野
国
足
利
庄
勧
農
城
（
現
・
栃
木
県
足
利
市
）
を
奪
っ
た
。
こ
こ
に
両
上
杉

家
の
戦
い
は
勃
発
し
た
。

　
定
正
の
本
拠
を
襲
っ
た
が
・
・
・

　

顕
定
は
実
父
（
越
後
守
護
上
杉
房
定
）
の
支
援
を
受
け
て
、
長
享
二
年
二
月
、
太
田
資
康
や
三
浦
高
救
と

と
も
に
本
拠
の
武
蔵
国
鉢
形
城
か
ら
一
千
騎
を
も
っ
て
発
進
し
、
定
正
の
本
拠
だ
っ
た
糟
谷
館
を
制
圧
し

よ
う
と
し
た
。
定
正
は
留
守
を
弟
の
朝と
も
ま
さ昌

（
定
正
の
養
子
、
朝と

も
よ
し良
の
実
父
）
に
任
せ
、
武
蔵
の
河
越
城
に
滞
在

し
て
い
た
が
、
直
ち
に
二
百
騎
で
こ
れ
を
追
跡
し
、
顕
定
軍
を
糟
谷
館
郊
外
の
実さ
ね

蒔ま
き

原は
ら

（
現
・
神
奈
川
県
伊

勢
原
市
）
で
奇
襲
し
た
。
こ
れ
を
予
想
し
な
か
っ
た
顕
定
軍
は
潰
走
し
た
が
、
定
正
側
も
朝
昌
の
居
城
の

七
沢
城
（
同
厚
木
市
）
を
失
っ
た
。

　
顕
定
は
三
度
も
敗
れ
た
・
・
・

　

憤
慨
し
た
顕
定
は
六
月
、
河
越
城
を
襲
お
う
と
し
た
が
、
今
度
は
先
に
、
顕
定
に
反
逆
し
て
逃
亡
し

て
い
た
長
尾
景
春
が
、
足
利
政
氏
（
成
氏
の
子
、
父
の
隠
居
後
に
古
河
公
方
を
継
ぐ
）
の
援
軍
を
引
き
連
れ
て
定

正
軍
に
加
勢
し
た
の
で
、
須す

賀が

谷や

原は
ら

（
現
・
埼
玉
県
嵐
山
町
）
で
、
定
正
軍
は
ま
た
も
や
顕
定
軍
を
退
け
る
。

十
一
月
、
定
正
軍
が
鉢
形
城
に
攻
め
寄
せ
た
た

め
、顕
定
軍
は
高
見
原
（
同
小
川
町
）、鷹
野
原
（
同

寄
居
町
）
で
迎
え
撃
っ
た
が
敗
北
し
た
。

　

山
内
・
扇
谷
両
上
杉
の
軍
勢
が
激
突
し
た
実

蒔
原
・
須
賀
谷
原
・
高
見
原
（
鷹
野
原
を
含
む
）

の
三
度
の
戦
い
は
「
長
享
三
戦
」
と
呼
ば
れ
、

い
ず
れ
も
扇
谷
上
杉
陣
営
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
太
田
道
灌
の
謀
殺
後
の
軍
民
の
離
反

は
続
き
、
逆
に
連
敗
し
た
山
内
上
杉
陣
営
は
後

方
に
越
後
・
上
野
国
両
国
を
有
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
支
援
に
よ
っ
て
鉢
形
城
を
保
ち
続
け
た
。

「
長
享
三
戦
」
の
図
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堀
越
公
方
、
政
知
の
活
動

　

去
る
文
明
十
四
年
の
年
末
、
山
内
、
扇
谷
両
上
杉
氏
と
古
河
公
方
と
の
和
解
（
都
鄙
合
体
）
が
成
立
し
た

の
で
、
堀
越
公
方
の
支
配
圏
は
伊
豆
一
国
の
み
に
押
し
込
め
ら
れ
た
。
公
方
の
政
知
は
方
向
転
換
を
図
り
、

長
享
元
年
に
、
次
男
の
清せ
い

晃こ
う

（
後
に
十
一
代
将
軍
義よ

し

澄ず
み

）
を
上
洛
さ
せ
て
、
将
軍
義
政
と
対
面
さ
せ
て
い
る
。

　
堀
越
公
方
家
内
の
紛
争
が
起
こ
る

　

政
知
の
嫡
男
、
茶
々
丸
は
、
つ
づ
く
二
人
の
子
、
清
晃
と
潤
じ
ゅ
ん

童ど
う

子じ

（
母
親
は
武
者
小
路
隆
光
の
娘
の
円
満
院
）

に
対
し
て
異
母
兄
と
な
り
、
素
行
不
良
の
廉
で
、
父
親
の
命
に
よ
り
軟
禁
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
弟
の
潤
童

子
が
世せ
い

子し

（
世
嗣
ぎ
）
に
指
名
さ
れ
た
た
め
、
茶
々
丸
は
、
こ
れ
を
恨
ん
で
い
た
。

　

延
徳
三
年
（1491

）
四
月
、政
知
が
病
い
に
倒
れ
て
死
亡
す
る
と
、牢
番
を
殺
し
て
脱
獄
し
た
茶
々
丸
は
、

弟
の
潤
童
子
と
そ
の
母
親
を
殺
害
し
、
事
実
上
の
堀
越
公
方
と
な
る
。

　
将
軍
義
政
と
弟
の
義
視
も
亡
く
な
る

　

遡
っ
て
、
そ
の
前
々
年
の
長
享
三
年
三
月
、
将
軍
義
政
の
子
で
後
継
者
と
な
っ
た
義
尚
が
陣
中
で
病
死
、

翌
、
延
徳
二
年
（1490

）
一
月
に
は
、
東
山
の
銀
閣
が
完
成
す
る
の
を
待
た
ず
し
て
義
政
が
死
去
し
た
（
享

年
五
十
五
才
）。
ま
た
、
義
政
の
弟
で
、
義
尚
と
対
立
し
て
い
た
義
視
も
、
政
知
（
義
政
、
義
視
の
兄
と
な
る
）

が
亡
く
な
る
直
前
の
延
徳
三
年
一
月
に
死
亡
し
、
将
軍
家
は
総
崩
れ
と
な
っ
た
。

　
義よ
し
材き

が
後
を
継
い
で
十
代
将
軍
に
・
・
・

　

義
尚
に
男
子
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
義
政
の
正
室
富
子
は
、
自
分
の
妹
と
義
視
と
の
子
を
将
軍
に

擁
立
し
た
。

　

延
徳
二
年
七
月
、
将
軍
と
な
っ
た
義
材
は
、
当
初
、
前
管
領
の
畠
山
政
長
と
と
も
に
独
自
の
権
力
を
確

立
す
る
こ
と
を
企
画
し
た
。
し
か
し
、応
仁
の
乱
で
東
軍
の
ヘ
ッ
ド
を
務
め
た
細
川
勝
元
の
後
継
と
し
て
、

将
軍
を
凌
ぐ
権
力
を
も
つ
、
幕
府
管
領
の
一
人
、
細
川
政
元
と
鋭
く
対
立
す
る
。
一
方
、
義
材
は
、
政
元

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
翌
延
徳
三
年
八
月
、
義
尚
の
遺
志
を
継
い
で
、
六
角
高
頼
の
征
伐
を
再
開
す
る
。

自
ら
近
江
に
出
陣
し
、
高
頼
を
追
放
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、

　
清
晃
が
新
将
軍
に
・
・
・

　

明
応
二
年
（1493

）
四
月
、
義
材
が
都
を
留
守
に
し
て
い
る
間
に
、
政
元
・
富
子
ら
の
ク
ー
デ
タ
ー
（
明

応
の
政
変
）
が
起
こ
り
、
義
政
の
異
母
兄
に
当
る
、
清
晃
（
法
名
で
、
堀
越
公
方
、
足
利
政
知
の
子
）
が
将
軍
と

し
て
擁
立
さ
れ
る
。

　
今
川
氏
客か
く
将し
ょ
うの
伊
豆
討
ち
入
り

　

権
力
の
座
に
就
い
た
清
晃
（
還
俗
し
て
義よ

し

遐と
お

と
い
い
、
さ
ら
に
義
高
、
義よ

し

澄ず
み

に
、
な
お
正
式
な
就
任
は
翌
年
）
は
、
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母
と
弟
・
潤
童
子
の
敵
討
ち
を
、茶
々
丸
の
近
隣
に
城
を
持
つ
、駿
河
今
川
氏
の
客か
く
し
ょ
う将（

き
ゃ
く
し
ょ
う
、と
も
、

客
分
の
将
）、
伊
勢
新
九
郎
（
興
国
寺
城
々
主
）
に
命
じ
た
。
そ
の
年
、
夏
か
秋
頃
、
新
九
郎
は
命
を
奉
じ
て

伊
豆
に
侵
攻
し
、
堀
越
公
方
か
ら
同
国
を
奪
う
。
堀
越
公
方
は
滅
亡
し
て
、
鎌
倉
公
方
の
系
譜
を
引
く
古

河
公
方
の
み
が
存
続
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
後
世
の
軍
記
物
に
は
・
・
・

　
「
伊
豆
国
の
兵
士
の
多
く
が
山
内
上
杉
家
に
動
員
さ
れ
て
上
野
国
の
合
戦
に
出
陣
し
た
た
め
、
手
薄
に

な
っ
た
こ
と
を
好
機
と
捉
え
、
早
雲
の
手
勢
と
今
川
家
の
当
主
、
氏
親
に
頼
ん
で
借
り
た
人
を
合
わ
せ
た

五
百
人
が
、
十
艘
の
船
で
清
水
浦
を
出
港
し
た
。
駿
河
湾
を
渡
っ
て
西
伊
豆
の
海
岸
に
上
陸
し
（
次
頁
の

地
図
を
参
照
）、
早
雲
の
兵
は
一
挙
に
堀
越
御
所
を
急
襲
し
て
火
を
放
ち
、
茶
々
丸
は
山
中
に
逃
げ
て
自
害

に
追
い
込
ま
れ
た
」、
と
書
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
最
近
の
検
証
で
は
、
追
放
さ
れ
た
が
、
生
き
延
び
た

と
も
い
わ
れ
た
と
い
う
。

　
「
伊
勢
新
九
郎
」
と
は
ど
ん
な
人
？

　

出
自
に
は
不
明
な
部
分
が
多
く
、生
れ
た
年
に
つ
い
て
も
二
説
が
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
近
年
に
な
っ
て
、

室
町
幕
府
の
政
所
執
事
を
務
め
た
伊
勢
氏
の
出
身
と
す
る
説
が
有
力
と
な
る
。「
伊
勢
新
九
郎
盛
時
」
の

名
は
文
明
十
三
年
（1481

）
か
ら
文
書
に
現
わ
れ
、
文
明
十
五
年
、
九
代
将
軍
義
尚
の
申
も
う
し
つ
ぎ
し
ゅ
う

次
衆
（
将
軍
に
取

次
ぐ
役
）
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
。
長
享
元
年
（1487

）
に
は
奉
公
衆
（
幕
府
の
武
官
）
と
な
り
、
幕
府
に
出

仕
し
て
い
る
間
に
、
建
仁
寺
と
大
徳
寺
で
禅
を
学
ん
だ
。

　
文
明
八
年
に
始
め
て
駿
河
に
下
向

　

新
九
郎
の
姉
（
又
は
妹
）
が
駿
河
の
守
護
、
今
川
義
忠
の
正
室
（
北
川
殿
と
呼
ば
れ
る
）
と
な
っ
て
い
た
が
、

文
明
八
年
（1476

）、
義
忠
が
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
た
め
お
家
騒
動
が
勃
発
す
る
。

　

嫡
男
の
龍
王
丸
は
ま
だ
幼
少
だ
っ
た
の
で
、
家
臣
ら
が
父
義
忠
の
従
兄
弟
の
小お

鹿し
か

範の
り

満み
つ

を
擁
立
し
た
た

め
争
い
と
な
っ
た
。
龍
王
丸
が
成
人
し
て
も
範
満
は
家
督
を
返
そ
う
と
せ
ず
、家
督
奪
取
の
動
き
を
見
せ
、

龍
王
丸
を
圧
迫
し
た
。

　
伊
豆
、
相
模
に
進
出
す
る

　

文
明
十
九
年
（1487

）、
北
川
殿
と
龍
王
丸
は
京
都
で
九
代
将
軍
義
尚
に
仕
え
て
い
た
伊
勢
新
九
郎
に

助
け
を
求
め
た
の
で
、
新
九
郎
は
駿
河
へ
下
向
し
、
石
脇
城
（
現
・
静
岡
県
焼
津
市
）
を
拠
点
に
兵
を
集
め

て
駿
河
館
を
襲
撃
、
範
満
を
殺
害
し
た
。

　

龍
王
丸
は
元
服
し
て
氏う
じ

親ち
か

（｢

氏｣

の
字
は
本
家
・
足
利
氏
の
通と

お

字り
じ

＝
代
々
継
承
す
る
＝
に
由
来
）
と
名
乗
り
、

今
川
家
の
当
主
と
な
っ
て
、新
九
郎
に
は
富
士
下
方
十
二
郷
と
興
国
寺
城
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、

新
九
郎
に
と
っ
て
、
伊
豆
、
相
模
に
進
出
す
る
機
縁
と
な
っ
た
。
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は
内
紛
に
陥
る
。

　

大
森
氏
頼
の
妻
は
三
浦
時
高
の
姉
妹
な
の
で
、義
兄
弟
と
な
る
。
大
森
家
の
家
督
は
次
男
が
継
い
だ
が
、

三
浦
家
で
は
、
養
子
縁
組
の
後
に
実
子
が
生
ま
れ
た
た
め
、
養
子
の
高
救
（
上
杉
持
朝
の
次
男
、
定
正
の

兄
）
と
仲
違
い
し
、
そ
の
子
、
義よ
し

同あ
つ

と
と
も
に
追
放
す
る
。

　
し
か
し
義
同
は
・
・
・

　

大
森
氏
の
支
援
を
受
け
て
三
崎
城
を
攻
め
、
三
浦
家
の
当
主
の
座
と
相
模
守
護
代
職
を
手
に
入
れ
た
と

い
う
。
た
だ
し
、
軍
事
的
な
内
覧
を
否
定
し
、
時
高
の
死
後
の
混
乱
に
乗
じ
て
三
浦
氏
に
復
帰
、
家
督
を

奪
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

　
上
杉
定
正
が
戦
場
で
死
亡
す
る

　

そ
の
年
の
十
月
、
上
杉
定
正
は
、
鉢
形
城
の
上
杉
顕
定
を
討
つ
た
め
に
北
条
早
雲
の
援
軍
を
仰
ぐ
。
再

び
高
見
原
に
出
陣
し
て
顕
定
と
対
陣
し
た
が
、
荒
川
を
渡
河
し
よ
う
と
し
て
落
馬
、
死
亡
す
る
。
享
年

四
十
九
才
だ
っ
た
。

　

定
正
に
大
森
氏
頼
、
三
浦
時
高
を
加
え
た
三
将
の
喪
失
は
、
扇
谷
家
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。

扇
谷
上
杉
家
は
定
正
の
甥
の
朝と
も

良よ
し

が
養
子
と
な
っ
て
継
承
し
た
が
、
戦
況
は
大
き
く
変
化
す
る
。
関
東
管

領
、
山
内
上
杉
家
の
実
力
は
扇
谷
上
杉
家
を
格
段
に
上
回
り
、
古
河
公
方
の
足
利
成
氏
は
一
転
し
て
上
杉

　
早
雲
庵
宗
瑞
と
名
乗
る

　

新
九
郎
は
出
家
し
て
法
名
の
「
早
雲
庵
宗
瑞
」
と
な
る
。
そ
の

時
期
は
確
か
で
は
な
い
が
、
延
徳
三
年
（1491

）
こ
ろ
ま
で
、「
伊

勢
新
九
郎
」
と
し
て
の
文
書
が
残
っ
て
お
り
、
史
料
上
で
「
早
雲

庵
宗
瑞
」
と
な
っ
た
明
応
四
年
（1495

）
ま
で
の
間
に
出
家
し
た
、

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
世
に
な
る
と
、「
早
雲
」
と
し
て
、

ま
た
、
北
条
氏
と
名
乗
っ
た
の
で
、「
北
条
早
雲
」
と
し
て
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

伊
勢
氏
は
身
分
の
高
い
一
族
だ
っ
た
が
、
鎌
倉
幕
府
を
支
配
し
た
北
条
氏
の
名
称
を
継
承
し
た
の
は
、

関
東
の
旧
勢
力
に
対
し
て
外
来
の
侵
略
者
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
だ
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
、

後
世
の
歴
史
家
は
両
者
を
区
別
す
る
た
め
、
後
を
冠
し
て
「
後
北
条
氏
」
と
呼
ぶ
。
そ
こ
で
本
文
で
も
、

以
下
、「
北
条
早
雲
」
の
名
称
を
使
う
こ
と
と
す
る
。

　
相
模
国
、
三
浦
家
の
内
紛
が
勃
発

　

明
応
三
年
（1494

）
八
月
、
定
正
の
名
代
と
し
て
相
模
の
東
西
半
分
ず
つ
を
支
配
し
て
い
た
小
田
原
城

の
大
森
氏
頼
が
、
ま
た
続
い
て
九
月
に
は
、
三
崎
城
の
三
浦
時
高
が
亡
く
な
り
、
後
継
を
巡
っ
て
三
浦
家

北条早雲像 （早雲寺蔵）
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ま
ち
早
雲
に
従
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
管
領
上
杉
顕
定
は
上う
わ

戸ど

陣
に

　

明
応
五
年（1496

）、軍
勢
を
率
い
て
相
模
国
に
攻
め
入
り
、七
月
、早
雲
の
弟
・
伊
勢
弥
二
郎
が
立
て
籠
っ

て
い
た
小
田
原
城
を
落
と
す
。
こ
の
戰
さ
で
相
模
国
西
部
を
押
さ
え
た
が
、
武
蔵
河
越
城
に
入
っ
て
定
正

の
跡
を
継
い
だ
上
杉
朝
良
に
対
し
て
軍
を
進
め
る
。

　

翌
年
の
明
応
六
年
に
は
、前
線
基
地
を
武
蔵
上
戸
（
現
・
河
越
館
跡
）
に
置
い
て
古
河
公
方
の
政
氏
を
招
く
。

政
氏
は
数
ヶ
月
の
在
陣
の
後
、
古
河
に
帰
還
し
た
が
、
上
戸
陣
は
そ
の
後
七
年
も
の
間
山
内
上
杉
家
の
陣

所
と
な
っ
た
。

　
成
氏
が
死
去
、
政
氏
が
古
河
公
方
に

　

明
応
六
年
九
月
、
古
河
公
方
の
足
利
成
氏
が
六
十
四
才
で
死
去
，
臨
終
の
と
き
、
嫡
子
の
政
氏
を
呼
び
、

「
再
び
鎌
倉
に
帰
還
し
て
関
八
州
を
取
り
戻
す
こ
と
が
孝
行
で
あ
る
」
と
言
い
残
し
た
と
い
う
。
政
氏
は

す
で
に
延
徳
元
年
（1489

）
譲
位
さ
れ
て
家
督
を
相
続
し
，
父
と
同
様
に
将
軍
義
政
か
ら
偏
諱
を
受
け
て

政
氏
と
名
乗
っ
た
。

　
早
雲
は
伊
豆
を
平
定

　

明
応
七
年
、
早
雲
の
軍
勢
は
、
伊
豆
の
南
端
に
在
っ
た
深
根
城
を
討
ち
、
匿
わ
れ
い
た
茶
々
丸
は
こ
こ

顕
定
側
に
支
持
を
変
え
る
。
ま
た
、

　
太
田
道
灌
の
嫡
男
、
資
康
は
・
・
・

　

家
督
を
継
い
で
間
も
な
く
、
定
正
の
追
っ
手
に
攻
め
ら
れ
て
江
戸
城
を
追
わ
れ
、
甲
斐
国
に
逃
れ
た
が
、

長
享
の
乱
が
勃
発
す
る
と
、
三
浦
高
救
（
定
正
に
追
わ
れ
て
い
た
が
、
実
は
定
正
の
実
兄
）
と
と
も
に
顕
定
の
軍

に
加
わ
る
。

　

こ
れ
が
機
縁
と
な
っ
て
、
資
康
は
三
浦
高
救
の
孫
を
妻
と
し
た
。
定
正
が
死
亡
し
て
、
資
康
は
扇
谷
上

杉
家
へ
の
復
帰
が
許
さ
れ
る
。
新
当
主
の
朝
良
に
仕
え
、
菅
谷
城
（
現
・
埼
玉
県
嵐
山
町
）
に
移
る
（
の
ち
＝

永
正
二
年
＝1505

＝
の
こ
ろ
江
戸
城
に
帰
還
す
る
）。

　
北
条
早
雲
は
小
田
原
城
を
奪
う

　

明
応
四
年
、
北
条
早
雲
は
足
利
茶
々
丸
の
探
索
・
討
伐
を
名
目
と
し
て
、
甲
斐
国
に
出
兵
し
て
、
守
護

武
田
信の
ぶ

縄つ
な

と
戦
う
。
ま
た
、
早
雲
は
城
主
の
大
森
藤
頼
か
ら
小
田
原
城
を
奪
っ
た
、
と
の
説
が
あ
る
が
，

事
件
の
年
次
に
つ
い
て
は
不
確
か
で
，
翌
年
の
明
応
五
年
以
降
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
都
で
は
，
こ
の
年
明
応
五
年
五
月
、
義
政
の
正
室
・
富
子
が
亡
く
な
る
。

　

先
年
（
明
応
二
年
）
伊
豆
に
討
ち
入
り
し
た
早
雲
は
、
伊
豆
国
韮
山
城
（
現
・
伊
豆
の
国
市
）
を
新
た
な
居

城
と
し
て
伊
豆
国
の
統
治
を
始
め
た
。
茶
々
丸
の
悪
政
に
苦
し
ん
で
い
た
伊
豆
の
小
領
主
や
領
民
は
た
ち
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た
さ
れ
た
。

　
扇
谷
上
杉
家
の
新
当
主
の
朝
良
は

　

定
正
の
甥
で
、
駿
河
守
護
・
今
川
氏
の
客

将
の
北
条
早
雲
に
対
し
て
、
相
模
西
部
の
中

心
と
な
る
小
田
原
城
を
譲
り
、
軍
事
支
援
を

要
請
し
た
。
早
雲
は
当
主
・
氏
親
の
後
見
人

的
な
存
在
だ
っ
た
の
で
、
北
条
・
今
川
軍
の

支
援
が
期
待
で
き
る
。
朝
良
は
再
び
勢
力
を

回
復
し
て
、
戦
況
は
一
進
一
退
を
繰
り
返
す
。

一
方
、

　
顕
定
は
上
戸
陣
に
釘
付
け
と
な
る

　

既
述
の
よ
う
に
、
顕
定
は
、
明
応
六
年

（1497

）、
武
蔵
国
上
戸
に
拠
点
を
構
え
る
。

扇
谷
上
杉
家
が
拠
点
と
す
る
河
越
城
を
攻
撃

す
る
た
め
だ
っ
た
が
、
計
画
は
悉
く
失
敗
、

で
自
刃
し
た
、と
も
伝
え
ら
れ
る
。但
し
茶
々
丸
の
最
期
に
つ
い
て
は
、諸
説
が
あ
っ
て
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
明
応
の
大
地
震
に
襲
わ
れ
る

　

こ
の
年
八
月
、
南
海
ト
ラ
フ
（
四
国
の
南
の
海
底
の
ト
ラ
フ
∧
溝
の
こ
と
∨
）
に
沿
っ
た
巨
大
な
地
震
が
発

生
し
た
。
多
く
の
古
文
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
，
津
波
が
襲
い
、
多
く
の
死
者
が
出
た
。

　
早
雲
は
三
河
国
に
侵
攻
す
る

　

今
川
氏
の
隣
国
、三
河
の
安
祥
城（
現
・
愛
知
県
安
城
市
）を
攻
め
る
。城
主
は
松
平
長な
が

親ち
か（

徳
川
家
康
の
高
祖
父
）

だ
っ
た
。
し
か
し
、
敗
北
し
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　
「
立
河
原
の
戦
い
」
は
・
・
・

　

永
正
元
年
（1504

）
九
月
、
武
蔵
国
立た
ち

河が

原わ
ら

（
た
ち
か
わ
の
は
ら
、
と
も
読
む
、
現
・
東
京
都
立
川
市
）
で
、

上
杉
顕
定
・
足
利
政
氏
ら
の
連
合
軍
と
上
杉
朝
良
・
今
川
氏
親
・
北
条
早
雲
ら
の
連
合
軍
と
の
間
で
行
わ

れ
た
大
規
模
な
合
戦
だ
っ
た
。
長
享
の
乱
の
事
実
上
の
決
戦
で
も
あ
っ
た
。

　

享
徳
の
乱
を
通
じ
て
勢
力
を
伸
ば
し
た
扇
谷
上
杉
家
と
上
杉
氏
の
宗
家
と
し
て
代
々
関
東
管
領
を
継
い

で
き
た
山
内
上
杉
家
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
長
享
の
乱
は
、
扇
谷
上
杉
家
当
主
・
上
杉
定
正
が
健
在

の
と
き
は
互
角
の
戦
い
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
定
正
の
死
後
、
山
内
上
杉
家
当
主
・
上
杉
顕
定
の
反

撃
と
第
三
の
勢
力
と
し
て
、
古
河
公
方
足
利
政
氏
と
顕
定
と
の
同
盟
に
よ
っ
て
扇
谷
上
杉
家
は
苦
境
に
立

北
条
早
雲
は
伊
豆
に
討
ち
入

り
、
つ
い
で
相
模
を
平
定
す
る

　
　
　
　
（
一
部
の
デ
ー
タ
は
軍
記
物
に
よ
る
）
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の
刻
（
朝
八
時
頃
）、
立
河
原
に
駆
け
つ
け
る
。
正
午
頃
か
ら
合
戦
が
始
ま
り
、
戦
い
は
夕
方
ま
で
続
い
た
。

山
内
上
杉
側
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
，
つ
い
に
潰
走
し
た
。
こ
の
戦
い
で
山
内
上
杉
軍
は
、
当
時
の
戦
い
で

は
稀
な
る
二
千
人
も
の
戦
死
者
を
出
し
て
多
く
の
諸
将
を
失
っ
た
。
顕
定
は
本
拠
地
の
あ
っ
た
北
武
蔵
の

鉢
形
城
に
命
か
ら
が
ら
逃
れ
去
っ
た
。

　
大
敗
の
後
の
顕
定
が
再
び
挑
戦
・
・
・

　

顕
定
と
合
流
す
る
た
め
に
、
越
後
で
は
主
君
・
上
杉
房
能
の
命
を
受
け
た
越
後
守
護
代
・
長
尾
能
景
は
、

出
陣
の
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
立
河
原
で
の
顕
定
大
敗
の
報
を
聞
い
て
鉢
形
城
に
入
っ
た
。

　

能
景
は
顕
定
に
対
し
て
、
朝
良
が
兵
を
休
め
て
い
る
今
こ
そ
好
機
で
あ
る
と
力
説
し
て
出
陣
を
説
い
た

の
で
、
越
後
軍
が
主
力
を
占
め
る
顕
定
・
能
景
連
合
軍
は
十
一
月
、
突
如
河
越
城
を
攻
撃
す
る
。

　

兵
を
休
ま
せ
、
時
期
を
み
て
顕
定
を
討
つ
算
段
を
し
て
い
た
朝
良
は
十
二
月
、
上
戸
で
衝
突
し
た
が
、

能
景
は
朝
良
恐
れ
る
に
足
り
ず
と
見
る
や
、
そ
の
勢
い
で
椚
田
城
（
現
・
東
京
都
八
王
子
市
）
を
取
り
囲
み
、

翌
日
に
は
扇
谷
上
杉
方
の
城
主
・
長
井
広
直
を
討
ち
取
っ
て
山
内
上
杉
方
の
三
田
氏
宗
を
城
主
に
す
る
と
、

続
い
て
実
田
城
（
現
・
神
奈
川
県
平
塚
市
）
を
攻
め
落
と
し
て
扇
谷
上
杉
の
相
模
守
護
代
上
田
正
忠
を
捕
虜

に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
扇
谷
上
杉
領
と
今
川
・
北
条
領
は
遮
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

翌
永
正
二
年
（1505

）
に
入
る
と
、
再
び
顕
定
・
能
景
の
軍
勢
は
河
越
城
を
包
囲
し
、
こ
れ
に
抗
す
る

以
後
七
年
近
く
入
間
川
を
挟
ん
だ
こ
の
地
に
釘
付
け
と
な
っ
た
。

　
両
陣
営
は
そ
れ
ぞ
れ
援
軍
を
求
め
る

　

永
正
元
年
、
八
月
、
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
足
利
政
氏
の
援
軍
を
得
た
顕
定
は
、
こ
の
機
会
に
河
越
城
を

攻
め
る
こ
と
と
し
、
実
弟
の
越
後
守
護
上
杉
房
能
に
援
軍
派
遣
を
依
頼
す
る
一
方
、
自
ら
兵
を
河
越
城
下

へ
と
進
め
、
翌
日
か
ら
同
城
の
攻
撃
を
始
め
た
。
対
す
る
朝
良
は
早
雲
・
氏
親
に
援
軍
を
求
め
る
一
方
、

こ
れ
を
堅
く
守
り
続
け
る
。

　
早
雲
は
小
田
原
城
を
出
発
す
る

　

九
月
と
な
り
、
江
ノ
島
に
達
し
、
ま
た
今
川
氏
親
が
駿
府
を
出
発
し
た
。
ま
た
顕
定
は
一
転
し
て
陣
を

武
蔵
国
白
子
（
現
・
埼
玉
県
和
光
市
）
に
移
し
て
、
先
に
江
戸
城
を
攻
め
、
南
北
か
ら
河
越
城
を
挟
撃
す
る

策
を
取
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
間
に
早
雲
は
武
蔵
国
枡
形
城
（
現
・
神
奈
川
県
川
崎
市
）
に
入
り
、
氏
親
も
同
城
に
入
る
。
こ
れ
を

受
け
て
顕
定
ら
も
南
に
向
か
っ
て
兵
を
進
め
る
。

　
合
戦
で
多
く
の
戦
死
者
を
出
す

　

河
越
城
を
守
っ
て
い
た
扇
谷
上
杉
（
朝
良
）
は
今
川
軍
に
合
流
し
、北
条
軍
も
加
わ
っ
て
多
摩
川
を
渡
河
、

立
河
原
に
上
陸
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
山
内
上
杉
（
顕
定
）・
古
河
公
方
連
合
軍
は
、
九
月
二
十
七
日
の
辰
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術
が
な
か
っ
た
上
杉
朝
良
は
降
伏
を
表
明
し
た
の
で
、
長
享
の
乱
は
こ
こ
に
終
結
し
た
。

　
古
河
公
方
と
山
内
上
杉
氏
と
の
提
携

　

顕
定
は
古
河
公
方
＝
関
東
管
領
体
制
の
再
構
築
を
図
り
，
両
上
杉
の
和
解
後
、
翌
永
正
三
年
、
古
河
公

方
・
政
氏
の
弟
の
顕
実
（
成
氏
の
次
男
）
を
養
子
と
し
て
迎
え
入
れ
る
。
と
こ
ろ
が
す
で
に
顕
定
に
は
、
養

子
と
し
て
、
同
じ
山
内
上
杉
の
名
門
か
ら
出
た
憲
房
が
お
り
、
家
督
の
後
継
は
不
安
定
だ
っ
た
。

　

永
正
四
年
、
顕
定
の
養
子
上
杉
憲
房
と
朝
良
の
妹
の
婚
姻
が
成
立
し
て
山
内
・
扇
谷
両
家
の
同
盟
関
係

が
復
活
す
る
。

　
都
で
勃
発
し
た
「
永
正
の
錯
乱
」
は

　

細
川
政
元
の
暗
殺
を
発
端
と
す
る
室
町
幕
府
管
領
細
川
氏
の
内
訌
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
応

の
政
変
で
専
制
権
力
を
樹
立
し
た
政
元
で
あ
っ
た
が
、
実
子
は
お
ら
ず
、
兄
弟
も
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
京
兆
家
（
細
川
一
門
本
宗
家
）
で
は
、
関
白
・
九
条
政
基
の
末
子
の
澄
之
、
細
川
一
門
の
阿
波
守
護
家
か

ら
澄
元
、
さ
ら
に
京
兆
家
の
分
家
の
野
州
家
か
ら
高
国
の
三
人
を
迎
え
て
養
子
に
し
た
。

　

分
裂
抗
争
の
芽
を
胚
胎
し
た
細
川
家
で
は
、
永
正
四
年
（1507

）
六
月
、
細
川
政
元
が
、
澄
之
を
擁
す

る
内う
ち

衆し
ゅ
う（

家
臣
）
の
謀
略
で
殺
害
さ
れ
た
。
細
川
氏
は
幕
府
の
権
力
を
掌
握
し
て
い
た
た
め
、
将
軍
職
を

め
ぐ
る
抗
争
も
絡
ん
で
、
畿
内
は
長
い
対
立
抗
争
状
態
へ
突
入
し
て
い
く
（
両
細
川
の
乱
）。

　
十
一
代
将
軍
義
澄
は
・
・
・

　

明
応
の
政
変
（
明
応
二
年
＝1493

＝
）
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
が
、
実
権
は
細
川
政
元
や
富
子
、
伊
勢

貞
宗
ら
に
握
ら
れ
て
い
た
。
成
長
し
た
義
澄
は
、
自
ら
政
務
を
行
お
う
と
し
た
が
、
政
元
と
対
立
す
る
。

永
正
四
年
に
政
元
が
暗
殺
さ
れ
た
が
、
翌
年
、
前
将
軍
・
義よ
し

尹た
だ（

義
材
よ
り
改
名
）
を
再
び
擁
立
す
る
情
勢

に
な
る
と
、
近
江
国
の
六
角
高
頼
を
頼
っ
て
都
か
ら
逃
れ
る
。

　
義
尹
が
十
代
将
軍
と
し
て
復
帰
す
る

　

幽
閉
さ
れ
た
の
ち
、
諸
国
に
下
向
し
て
い
た
十
代
将
軍
・
義
材
（
義
尹
）
は
、
永
正
五
年
四
月
、
周
防

国
の
大
内
義
興
の
軍
事
力
に
支
え
ら
れ
上
洛
す
る
。
細
川
家
の
高
国
ら
に
迎
え
ら
れ
て
、
六
月
、
京
都
を

占
領
し
、
七
月
に
は
将
軍
職
に
返
り
咲
く
（
永
正
十
年
に
義よ

し

稙た
ね

と
改
名
）。

　
関
東
の
平
和
は
突
然
破
ら
れ
る

　

山
内
・
扇
谷
両
家
の
婚
姻
が
成
立
し
た
直
後
、
顕
定
の
片
腕
と
も
い
え
る
存
在
だ
っ
た
弟
の
越
後
守
護

上
杉
房
能
が
、
守
護
代
長
尾
為
景
（
上
杉
謙
信
の
父
）
ら
が
擁
す
る
上
条
定
実
軍
に
追
わ
れ
て
自
害
し
た
。

こ
れ
に
激
怒
し
た
顕
定
は
、
戦
力
が
回
復
し
た
永
正
六
年
（1509

）
に
長
尾
為
景
の
討
伐
の
兵
を
挙
げ
、
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軍
と
し
て
駆
け
つ
け
た
北
条
早
雲
も
政
盛
に
撃
破
さ
れ
る
。
だ
が
、
つ
い
に
落
城
す
る
。

　

さ
ら
に
相
模
三
浦
氏
の
当
主
の
義よ
し

同あ
つ

は
、
早
雲
が
相
模
に
向
か
っ
て
進
出
す
る
と
対
立
す
る
立
場
と
な
っ

て
、
小
田
原
城
の
早
雲
を
攻
め
る
。
す
る
と
逆
に
早
雲
は
相
模
の
岡
崎
城
を
攻
撃
す
る
。

　
旧
将
軍
派
と
復
帰
将
軍
派
と
の
争
い

　

永
正
八
年
（1511

）
八
月
、
将
軍
に
返
り
咲
い
た
義
尹
を
支
援
す
る
細
川
高
国
・
大
内
義
興
と
、
前
将
軍

の
義
澄
を
支
援
す
る
細
川
澄
元
と
の
間
で
、
幕
府
の
政
権
と
細
川
氏
の
家
督
を
め
ぐ
っ
て
戦
い
（
山
城
国
船
岡

山
の
船ふ

な

岡お
か

山や
ま

合が
っ

戦せ
ん

）、高
国
・
義
興
連
合
軍
が
勝
利
す
る
。同
年
八
月
、復
帰
を
目
指
し
て
い
た
前
将
軍
の
義
澄
は
、

決
戦
の
直
前
に
病
死
し
た
（
享
年
三
十
二
才
）。

　
早
雲
は
相
模
へ
の
攻
勢
を
強
め
る

　

永
正
九
年
（1512

）、
早
雲
は
岡
崎
城
（
現
・
伊
勢
崎
市
）・
住
吉
城
（
現
・
逗
子
市
）
を
攻
略
し
、
三
浦
義
同
、

義よ
し

意お
き

父
子
を
三
崎
城
（
新
井
城
と
も
い
う
）
に
追
い
込
む
。
さ
ら
に
三
浦
氏
を
攻
略
す
る
た
め
、
玉
縄
城
（
現
・

鎌
倉
市
）
を
築
く
。

　
関
東
管
領
、
古
河
公
方
の
動
静
は
・
・
・

　

上
杉
顕
定
の
死
後
、
山
内
上
杉
家
を
継
ぎ
、
関
東
管
領
と
な
っ
た
顕
実
は
、
同
じ
く
顕
定
の
養
子
の
憲
房

と
対
立
し
て
、
実
兄
の
古
河
公
房
・
政
氏
の
子
、
高
基
を
見
方
に
つ
け
て
対
抗
し
た
。
顕
実
は
支
援
を
受
け
て

越
後
に
進
軍
す
る
。
顕
定
は
出
発
に
先
立
っ
て
上
杉
朝
良
と
会
談
し
て
誓
書
を
交
わ
し
て
い
る
。
す
る
と
、

そ
の
留
守
を
狙
っ
て
旧
領
の
あ
る
上
野
に
戻
っ
て
い
た
長
尾
景
春
が
再
び
反
乱
を
起
こ
し
、
更
に
北
条
早

雲
が
突
如
扇
谷
上
杉
家
と
の
同
盟
を
破
棄
し
て
相
模
中
部
へ
の
侵
攻
を
開
始
し
た
。
八
月
、
隙
を
つ
い
て

早
雲
は
江
戸
城
に
迫
っ
た
。
上
野
に
出
陣
し
て
い
た
朝
良
は
反
撃
に
出
て
、
翌
年
ま
で
早
雲
と
武
蔵
、
相

模
で
戦
う
。

　
関
東
管
領
、
古
河
公
方
を
巡
っ
て

　

そ
の
年
、
永
正
七
年
、
上
杉
顕
定
が
定
実
・
為
景
軍
の
返
り
討
ち
に
あ
っ
て
戦
死
す
る
と
、
遺
さ
れ
た

二
人
の
養
子
（
足
利
成
氏
の
子
の
顕
実
と
憲
房
）
が
次
期
関
東
管
領
を
巡
っ
て
内
紛
と
な
り
、
さ
ら
に
古
河
公

方
家
で
は
、
顕
実
を
支
援
し
よ
う
と
し
た
足
利
政
氏
と
こ
れ
に
消
極
的
な
高
基
が
対
立
、
ま
た
そ
の
弟
の

義
明
ま
で
加
え
た
古
河
公
方
の
地
位
を
巡
る
内
紛
が
発
生
し
た
（
一
連
の
戦
い
を
総
称
し
て
「
永
正
の
乱
」
と

呼
ぶ
）。
上
杉
朝
良
は
山
内
上
杉
家
と
古
河
公
方
家
の
内
紛
を
収
拾
し
よ
う
と
奔
走
す
る
。

　
権
現
山
城
で
は
・
・
・

　

扇
谷
上
杉
の
家
臣
で
、
山
内
上
杉
領
だ
っ
た
神
奈
川
湊
を
支
配
下
に
し
て
い
た
上
野
政
盛
は
、
長
享
の

乱
で
こ
の
地
を
奪
わ
れ
た
。
こ
れ
を
恨
ん
だ
政
盛
は
、
権
現
山
城
（
現
・
横
浜
市
）
で
挙
兵
す
る
。
永
正
七

年
七
月
、
対
す
る
上
杉
両
家
の
朝
良
、
憲
房
が
権
現
山
城
を
包
囲
す
る
と
政
盛
は
激
し
く
抵
抗
し
た
。
援
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武
蔵
国
鉢
形
城
に
拠
っ
た
が
、
永
正
九
年
に
敗
北
し
て
実
権
を
喪
失
す
る
（
永
正
十
二
年
に
病
没
）。一
方
、
同
年

古
河
公
房
と
し
て
跡
を
継
い
だ
高
基
は
扇
谷
上
杉
、
山
内
上
杉
、
両
氏
に
対
抗
し
て
勢
力
拡
大
に
奔
走
し
た
。

　
早
雲
は
つ
い
に
相
模
を
平
定
す
る

　

永
正
十
三
年
（1516

）、
三
崎
城
を
攻
略
し
て
相
模
三
浦
氏
を
滅
亡
さ
せ
る
。
さ
ら
に
房
総
半
島
に
渡
っ
て

翌
年
ま
で
転
戦
し
た
。

　

早
雲
は
そ
の
翌
年
、
家
督
を
嫡
男
の
氏
綱
に
譲
り
、
虎
の
印
判
状
の
使
用
を
始
め
る
。
永
正
十
六
年
、
早

雲
は
韮
山
城
で
死
去
（
生
誕
の
日
は
不
確
か
だ
が
、
康
正
二
年
と
し
て
）、
享
年
六
十
四
才
だ
っ
た
。

　
氏
綱
が
家
督
を
相
続
し
て

　

父
親
の
時
代
に
は
韮
山
を
居
城
と
し
て
い
た
が
、
氏
綱
は
、
そ
れ
ま
で
在
番
し
て
い
た
小
田
原
城
を
本

城
と
し
て
、
相
模
国
の
寺
社
造
営
の
事
業
を
活
発
化
し
、「
相
州
太
守
」
を
名
乗
っ
た
。

　

大
永
三
年
（1523

）、
伊
勢
氏
か
ら
北
条
氏
へ
の
改
姓
を
行
う
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
幕
府
執
権
北
条
氏
が

相
模
守
・
武
蔵
守
を
歴
任
し
た
事
実
に
よ
っ
て
、
両
国
の
支
配
を
正
当
化
す
る
た
め
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
江
戸
城
を
攻
略
し
た
が
・
・
・

　

氏
綱
は
、
山
内
・
扇
谷
両
上
杉
氏
の
勢
力
圏
だ
っ
た
武
蔵
国
に
進
出
し
、
翌
四
年
に
は
太
田
資
高
を
寝

返
ら
せ
て
、
城
主
の
扇
谷
・
上
杉
朝と
も

興お
き

（
叔
父
の
朝
良
の
養
子
、
定
正
の
弟
、
朝
昌
の
子
と
な
る
、
朝と

も

寧や
す

の
子
＝
す

な
わ
ち
朝
昌
の
孫
）
の
江
戸
城
を
攻
略
す
る
。
岩
付
、
蕨
城
を
落
と
し
、
毛
呂
城
主
を
味
方
に
取
り
込
む
。

し
か
し
、
態
勢
を
立
て
直
し
た
朝
興
は
・
・
・

　
逆
襲
に
転
じ
て
奪
い
返
す
・
・
・

　

大
永
五
年
、
氏
綱
は
、
岩
付
城
（
現
・
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
）
な
ど
の
武
蔵
の
諸
城
を
失
う
。
さ
ら
に
朝

興
は
山
内
上
杉
家
、
古
河
公
方
、
甲
斐
の
武
田
氏
と
も
手
を
結
び
、
ま
た
早
雲
の
時
代
に
は
友
好
な
関
係

に
あ
っ
た
上
総
の
真
里
谷
武
田
氏
、
小
弓
公
方
、
安
房
の
里
見
氏
に
も
呼
び
掛
け
て
、
氏
綱
を
包
囲
し
た
。

　
鶴
岡
八
幡
宮
の
戦
い
が
勃
発
す
る

　

翌
、
大
永
六
年
（1526

）、
北
条
氏
の
脅
威
を
感
じ
て
い
た
安
房
の
里
見
氏
は
、
数
百
隻
の
船
を
連
ね
、

三
浦
半
島
か
ら
鎌
倉
に
向
か
っ
て
侵
攻
し
た
（『
里
見
軍
記
』、『
北
条
記
』）。
鎌
倉
に
近
い
北
条
氏
の
居
城
、

玉
縄
城
を
脅
か
す
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
戦
い
は
鎌
倉
市
中
に
移
り
、
乱
戦
と
な
る
。
里
見
軍
は
鶴
岡

八
幡
宮
の
社
殿
に
入
っ
て
宝
物
を
奪
い
、
破
壊
し
た
が
、
合
戦
中
に
出
火
し
て
炎
上
し
た
。
北
条
勢
は
玉

縄
城
に
向
か
っ
た
が
、
城
を
守
る
北
条
氏
時
（
氏
綱
の
弟
）
は
こ
れ
を
撃
退
し
、
北
条
氏
は
三
浦
半
島
一

帯
を
防
衛
し
た
。

　
上
総
・
安
房
国
の
内
訌

　

敵
方
陣
営
に
侵
攻
し
て
も
奪
回
さ
れ
、
四
面
楚
歌
に
陥
っ
た
氏
綱
は
、
幸
い
に
も
、
敵
方
陣
営
の
内
紛
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に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
。
天
文
二
年
（1533

）、
里
見
氏
で
内
訌
が
起
こ
り
、
当
主
の
義よ
し

豊と
よ

が
叔
父
の
実さ
ね

堯た
か

ら
を
粛
清
し
た
（
稲い

な

村む
ら

の
変
）。
氏
綱
は
実
堯
の
遺
児
・
義
堯
を
援
助
し
て
義
豊
を
殺
害
さ
せ
、
義
堯
は
家

督
を
奪
っ
た
の
で
、
里
見
氏
は
包
囲
網
か
ら
脱
落
す
る
。
ま
た
、
小
弓
公
方
を
擁
立
す
る
真
里
谷
武
田
氏

で
も
内
紛
が
起
き
、
小
弓
公
方
の
勢
力
は
弱
ま
っ
た
。

　
領
国
の
拡
大
、
甲
斐
・
駿
河
に
出
兵

　

関
東
に
勢
力
を
拡
大
す
る
一
方
、
父
・
早
雲
の
代
か
ら
形
式
的
に
主
従
の
関
係
に
あ
っ
た
駿
河
の
今
川

氏
と
の
同
盟
に
基
づ
い
て
、
甲
斐
の
武
田
信
虎
と
甲
州
・
相
州
の
国
境
で
相
争
う
。
天
文
四
年
（1535

）

に
は
今
川
家
当
主
・
氏う
じ

輝て
る

の
要
請
に
よ
っ
て
甲
斐
都
留
郡
に
出
陣
、
山
中
の
戦
い
で
武
田
信
虎
の
弟
・
信

友
を
討
ち
取
る
。

　

翌
、
天
文
五
年
、
今
川
氏
輝
が
急
死
す
る
と
家
督
を
巡
っ
て
お
家
騒
動
（
花
倉
の
乱
）
が
起
こ
る
と
、

氏
輝
に
実
子
が
い
な
か
っ
た
の
で
、氏
綱
は
氏
輝
の
弟
で
、仏
門
に
入
っ
て
い
た
栴せ
ん

岳が
く

承し
ょ
う

芳ほ
う

を
支
持
し
た
。

承
芳
は
今
川
義
元
と
し
て
家
督
を
相
続
す
る
と
、
翌
年
、
武
田
信
虎
の
娘
定
恵
院
を
娶
っ
て
甲
駿
同
盟
を

成
立
さ
せ
る
。
氏
綱
は
こ
れ
に
激
怒
し
て
相
駿
同
盟
が
破
綻
、今
川
氏
と
の
抗
争
が
勃
発
し
た（
河
東
の
乱
）。

後
北
条
軍
は
駿
河
国
の
河
東
地
方
（
富
士
川
以
東
）
に
侵
攻
し
て
、
今
川
氏
と
の
主
従
関
係
を
完
全
に
解
消

し
て
独
立
を
果
た
し
た
。

　

天
文
六
年
（1537

）、
扇
谷
上
杉
氏
の
朝
興
が
本
拠
の
河
越
城
で
病
死
す
る
。
朝
興
は
叔
父
・
朝
良
の

養
子
だ
が
、
過
ぐ
る
天
文
元
年
、
朝
良
の
意
向
に
叛
い
て
自
ら
の
実
子
、
朝と
も

定さ
だ

を
後
継
者
と
し
て
指
名
し

て
い
た
の
で
、
若
年
の
朝
定
が
跡
を
継
ぐ
。
こ
れ
を
好
機
と
み
た
氏
綱
は
武
蔵
に
出
陣
し
て
河
越
城
を
陥

れ
、
三
男
の
為た
め

昌ま
さ

を
城
代
に
置
い
た
。

　
今
川
氏
と
の
抗
争
へ

　

河か

東と
う

の
乱
（
天
文
五
年
〜
同
十
四
年
＝1545

）
が
駿
河
国
で
起
こ
っ
た
。
今
川
氏
と
相
模
国
の
北
条
氏
と

の
戦
い
で
、「
河
東
」
は
争
奪
の
対
象
と
な
っ
た
富
士
川
以
東
の
地
域
を
い
う
。

　

駿
河
の
守
護
大
名
・
今
川
氏
と
、
相
模
の
新
興
・
戦
国
大
名
の
北
条
氏
は
、
駿す
ん

相そ
う

同
盟
を
結
ん
で
甲
斐

の
武
田
氏
と
抗
争
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
川
氏
側
で
は
若
く
し
て
九
代
当
主
・
氏
親
の
跡
を
継
い
だ
氏

輝
が
武
田
と
和
睦
す
る
。
さ
ら
に
後
継
者
争
い
（
花
倉
の
乱
）
を
制
し
て
、
天
文
五
年
に
当
主
と
な
っ
た

氏
輝
の
弟
、
義
元
は
翌
天
文
六
年
二
月
に
甲
斐
国
守
護
武
田
信
虎
の
娘
、
定
恵
院
を
正
室
に
迎
え
、
甲こ
う

駿す
ん

同
盟
は
強
化
さ
れ
た
。

　
駿
相
同
盟
は
破
綻
し
た
？

　

北
条
氏
は
甲
相
国
境
で
武
田
方
と
抗
争
し
て
い
た
の
で
、
甲
駿
の
同
盟
を
駿
相
同
盟
の
破
綻
と
看
做
し

た
北
条
当
主
の
氏
綱
は
、
二
月
下
旬
、
駿
河
に
侵
攻
す
る
。
義
元
は
出
陣
し
て
氏
綱
の
軍
勢
と
争
っ
た
が
、
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氏
綱
は
河
東
を
占
拠
し
た
（
第
一
次
河
東
の
乱
）。

　
房
総
の
支
配
を
目
指
し
て

　

氏
綱
は
、
天
文
七
年
（1538

）、
下
総
国
に
進
出
す
る
た
め
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
葛
西
城
（
現
・
東
京

都
葛
飾
区
）
を
攻
略
し
、
房
総
へ
の
足
掛
か
り
に
す
る
。

　

後
北
条
氏
の
房
総
進
出
は
、
小
弓
公
方
と
対
立
す
る
古
河
公
方
の
利
害
と
一
致
す
る
も
の
で
、
小
弓
公

方
の
足
利
義
明
が
古
河
・
関
宿
へ
の
攻
撃
を
画
策
す
る
と
、
古
河
公
方
の
足
利
晴
氏
は
氏
綱
・
氏
康
父
子

に
対
し
「
小
弓
御
退
治
」
を
命
じ
た
。

　
国
府
台
の
合
戦
で
勝
利
・
・
・

　

同
年
十
月
、
氏
綱
は
小
弓
公
方
・
足
利
義
明
と
安
房
の
里
見
義
堯

ら
の
連
合
軍
と
戦
う（
第
一
次
国
府
台
合
戦
）。
氏
綱
・
氏
康
父
子
は
足
利
・

里
見
連
合
軍
に
打
ち
勝
っ
て
、
義
明
を
討
ち
取
る
。
小
弓
公
方
は
滅

失
し
、
武
蔵
南
部
か
ら
下
総
に
向
け
て
勢
力
を
拡
大
し
た
。

　
古
河
公
方
と
結
ん
だ
氏
綱
は
・
・
・

　

古
河
公
方
の
足
利
晴
氏
か
ら
合
戦
の
勝
利
を
賞
し
て
関
東
管
領
に

補
任
さ
れ
た
と
い
う
（『
伊
佐
早
文
書
』）。
関
東
管
領
の
補
任
は
幕
府
の
権
限
な
の
で
、
正
式
な
も
の
と
は

な
り
得
な
い
が
、当
時
の
管
領
は
山
内
上
杉
氏
憲
房
の
子
、憲
政
だ
っ
た
の
で
、古
河
公
方
を
奉
ず
る
氏
綱
・

氏
康
は
、
東
国
の
伝
統
勢
力
に
対
抗

す
る
政
治
的
な
地
位
を
得
た
。
天
文

八
年
、
氏
綱
は
娘
（
芳
春
院
）
を
晴
氏

に
嫁
が
せ
て
古
河
公
方
と
の
連
帯
を

強
め
、
足
利
氏
・
御
一
家
の
身
分
を

も
獲
得
し
た
。

　
氏
綱
の
支
城
体
制
が
確
立
す
る

　

小
田
原
城
を
本
城
に
伊
豆
の
韮
山

城
、
相
模
の
玉
縄
城
、
三
崎
城
（
新
井

城
）、
武
蔵
の
小
机
城
、
江
戸
城
、
河

越
城
が
支
城
と
な
り
、
各
地
域
の
拠

点
と
な
る
。
支
城
に
は
重
臣
や
一
門

を
置
き
、そ
の
う
ち
玉
縄
城
主
と
な
っ

北条氏綱像 （早雲寺蔵）
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た
三
男
・
為た
め

昌ま
さ

は
後
に
河
越
城
主
も
兼
ね
て
広
大
な
領
域
を
管
轄
し
、
嫡
男
・
氏
康
に
匹
敵
す
る
重
要
な

地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

氏
綱
は
、
築
城
や
寺
社
造
営
の
た
め
に
積
極
的
に
職
人
集
団
を
集
め
、
商
人
・
職
人
に
対
す
る
統
制
を

行
う
。

　
鶴
岡
八
幡
宮
の
造
営

　

領
国
拡
大
以
外
の
大
事
業
と
し
て
、
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
（
現
・
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
の
造
営
が
あ
る
。
既

述
し
た
よ
う
に
、鶴
岡
八
幡
宮
は
大
永
六
年（1526

）、戦
火
で
焼
失
し
た
。
造
営
事
業
は
天
文
元
年（1532

）

か
ら
始
ま
り
、
興
福
寺
の
番ば
ん

匠し
ょ
う（

今
の
大
工
）
を
呼
び
寄
せ
て
翌
年
か
ら
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。
氏
綱
は

関
東
の
諸
領
主
に
奉
加
を
求
め
た
が
、両
上
杉
氏
は
こ
れ
を
拒
否
す
る
。
天
文
九
年
に
上
宮
正
殿
が
完
成
、

氏
綱
ら
北
条
一
門
臨
席
の
も
と
に
盛
大
な
落
慶
式
が
催
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
造
営
事
業
は
氏
綱
の
没
後
ま
で
続
い
て
完
成
は
氏
康
の
代
の
天
文
十
三
年
（1544

）
と

な
る
。
源
頼
朝
以
来
、
武
門
の
守
護
神
た
る
鶴
岡
八
幡
宮
の
再
興
を
主
導
す
る
こ
と
は
、
執
権
北
条
氏
や

鎌
倉
公
方
と
い
う
東
国
武
家
政
権
の
後
継
者
の
立
場
を
主
張
す
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

　
氏
綱
は
死
去
す
る

　

氏
綱
に
敗
れ
た
扇
谷
上
杉
朝
定
は
、
山
内
上
杉
家
の
上
杉
憲
政
と
手
を
結
ん
で
反
攻
の
兆
し
を
見
せ
、

さ
ら
に
今
川
軍
と
の
戦
い
も
長
期
化
す
る
形
勢
の
中
で
、
天
文
十
年
（1541

）
に
病
に
倒
れ
て
死
去
し
た
。

享
年
五
十
五
才
だ
っ
た
。

　
北
条
氏
康
が
跡
を
継
ぐ

　

嫡
男
の
北
条
氏
康
は
第
三
代
の
当
主
と
な
る
。
氏
綱
は
若
い
氏
康
の
器
量
を
心
配
し
て
、
死
の
直
前
、

氏
康
に
対
し
て
五
か
条
の
訓
戒
状
を
伝
え
て
い
る
。

　
氏
康
は
す
で
に
・
・
・

　

享
徳
三
年
、
十
六
才
の
初
陣
で
戦
い
、
武
蔵
の
上
杉
朝
興
勢
に
対
し
て
勝
利
し
た
（
小
沢
原
の
戦
）。
天

文
六
年
（1537

）、
二
十
三
才
、
敵
対
し
て
い
た
甲
斐
の
武
田
氏
が
、
駿
河
の
今
川
義
元
と
婚
姻
に
よ
っ

て
同
盟
を
結
ん
だ
の
で
、
そ
の
年
二
月
、
氏
綱
と
共
に
駿
河
に
侵
攻
し
、
駿
河
東
部
の
河
東
地
域
を
支
配

下
に
置
い
た
（
第
一
次
河
東
一い

ち

乱ら
ん

）。

　
河
越
城
、
国
府
台
の
戦
い
で

　

同
年
七
月
、
氏
康
は
河
越
城
の
攻
略
な
ど
に
出
陣
し
て
戦
功
を
重
ね
、
翌
年
の
国
府
台
の
戦
い
で
は
、

父
と
共
に
戦
っ
て
打
ち
勝
つ
。
同
年
同
月
、
父
子
で
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
に
社
領
を
寄
進
、
同
年
将
軍
足
利

義
晴
か
ら
巣す

鷂た
か

（
巣
鷹
と
も
、
狩
猟
用
の
鷹
の
雛
）
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
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甲
相
同
盟
が
成
立

　

一
方
、
甲
斐
で
は
天
文
十
年
、
武
田
信
虎
が
駿
河
に
追
放
さ
れ
、
嫡
男
の
晴
信
（
信
玄
）
が
当
主
と
し

て
信
濃
へ
の
侵
攻
を
開
始
す
る
。

　

相
模
で
も
氏
綱
が
死
去
し
、
家
督
を
継
承
し
た
氏
康
は
、
河
東
地
域
で
今
川
氏
と
対
峙
す
る
が
、
こ
れ

と
平
行
し
て
北
関
東
へ
の
進
出
を
企
て
る
。
利
害
が
一
致
し
た
武
田
・
北
条
間
で
天
文
十
三
年
（1544

）、

甲
相
同
盟
が
結
ば
れ
た
。

　
駿
河
国
河
東
を
失
う

　

第
一
次
の
河
東
の
乱
で
敗
れ
た
今
川
義
元
は
、
天
文
十
四
年
、
占
領
さ
れ
た
東
駿
河
を
奪
還
す
べ
く
、

山
内
、
扇
谷
両
上
杉
氏
と
連
携
し
て
、
軍
事
行
動
を
開
始
す
る
。

　

北
条
氏
康
は
駿
河
に
急
行
し
た
が
今
川
勢
に
押
さ
れ
て
三
島
に
退
却
し
た
。
さ
ら
に
長
久
保
城
（
現
・

静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
）
を
攻
略
さ
れ
る
（
第
二
次
河
東
一
乱
）。
し
か
も
在
陣
中
に
、
関
東
で
は
義
弟
・
北
条

綱
成
が
守
る
河
越
城
が
両
上
杉
の
大
軍
に
包
囲
さ
れ
た
、
と
い
う
知
ら
せ
が
届
く
。

　

挟
み
撃
ち
に
苦
し
ん
だ
氏
康
は
絶
対
絶
命
の
危
機
に
陥
っ
た
。
今
川
義
元
と
の
和
睦
を
模
索
し
、
幸
い

な
る
か
な
、
そ
の
年
十
月
下
旬
、
武
田
晴
信
の
斡
旋
に
よ
っ
て
、
停
戦
が
成
立
し
た
。
十
一
月
、
北
条
氏

は
長
久
保
城
を
今
川
氏
に
明
け
渡
す
。

　
河
越
城
の
攻
防

　
氏
康
は
河
越
城
に
向
か
っ
た
が
・
・
・

　

駿
河
の
戦
い
を
収
め
た
氏
康
は
、
連
合
軍
に
包
囲
さ
れ
た
河

越
城
に
向
か
う
。
一
方
、
氏
康
の
妹
婿
に
当
る
古
河
公
方
の
足

利
晴
氏
が
、
関
東
管
領
の
山
内
上
杉
氏
に
支
援
さ
れ
て
路
線
を

変
え
、
兵
士
を
動
員
す
る
。
和
睦
し
た
両
上
杉
氏
と
の
三
者
同

盟
が
締
結
さ
れ
、
北
条
氏
へ
の
総
反
撃
を
決
め
る
。

　
戦
乱
の
経
過
は
・
・
・

　

当
時
の
史
料
が
極
め
て
少
な
い
の
で
、
後
世
に
成
立
し
た
軍
紀
、
伝
承
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は

遺
憾
で
あ
る
が
、
先
ず
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
て
、
最
期
に
問
題
点
を
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
河
越
城
を
包
囲
し
た
連
合
軍
は
・
・
・

　

約
八
万
と
い
わ
れ
、
上
杉
憲
政
（
関
東
管
領
の
山
内
上
杉
家
）、
上
杉
朝
定
（
扇
谷
上
杉
家
）、
古
河
公
方
の

足
利
晴
氏
、
そ
の
他
関
東
の
諸
大
名
は
、
天
文
十
四
年
九
月
廿
六
日
（1545

年10

月31

日
）、
挙
っ
て
河

北条氏康像 （早雲寺蔵）
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越
城
を
包
囲
し
た
と
い
わ
れ
る
（
関
東
の
全
て
の
大
名
家
が
包
囲
軍
に
参
加
し
、
参
戦
し
な
か
っ
た
の
は
、
下
総
の
千

葉
利
胤
の
み
だ
っ
た
と
も
）。

　
北
条
氏
の
守
る
河
越
城
は

　

氏
康
の
義
弟
・
北
条
綱
成
で
、
約
三
千
の
兵
で
守
備
し
て
い
た
が
、
連
合
軍
の
山
内
憲
政
は
城
の
南
に

陣
を
張
り
、
扇
谷
朝
定
は
城
の
北
、
な
ど
が
陣
を
し
き
、
三
方
を
包
囲
す
る
。

　

食
糧
を
十
分
に
蓄
え
て
籠
城
し
た
綱
成
は
半
年
も
耐
え
抜
き
、
戦
況
は
数
ヵ
月
間
膠
着
状
態
と
な
る
。

だ
が
大
軍
の
包
囲
に
対
し
て
、
増
援
が
な
け
れ
ば
落
城
は
時
間
の
問
題
だ
っ
た
。

　

約
八
千
の
兵
を
率
い
て
河
越
城
に
向
か
っ
た
氏
康
は
、
河
越
城
へ
の
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
、
扇
谷

山
内
氏
に
仕
え
て
い
た
太
田
資す
け

顕あ
き

に
工
作
し
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
氏
康
は
奇
襲
を
試
み
る
・
・
・

　

長
期
に
わ
た
る
包
囲
作
戦
に
飽
き
て
上
杉
方
の
戦
意
が
低
下
、
軍
律
も
弛
緩
し
て
い
た
こ
と
を
見
抜
い

た
氏
康
は
奇
抜
な
戦
術
を
試
み
る
。
使
者
を
申
し
出
た
の
は
、救
援
軍
の
福
島
勝
広
（
北
条
綱
成
の
弟
）
だ
っ

た
。
彼
は
単
騎
で
上
杉
連
合
軍
の
重
囲
を
抜
け
て
河
越
城
に
入
り
、兄
の
綱
成
に
奇
襲
の
計
画
を
伝
え
た
。

　
氏
康
の
大
胆
・
狡
猾
な
作
戦
は

　

上
杉
軍
に
対
し
て
偽
り
の
降
伏
を
申
し
出
て
、
詫
び
状
を
出
し
続
け
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
公
房
の
足
利
晴
氏
に
対
し
て
は
、
諏
訪
左
馬
助
に
依
頼
し
て
、「
城
兵
を
助
命
し
て
く
れ
れ
ば

城
は
明
け
渡
す
」
と
申
し
入
れ
、
ま
た
上
杉
方
に
は
常
陸
の
小
田
政
治
の
家
臣
、
菅
谷
貞
次
に
依
頼
し
て
、

「
綱
成
を
助
命
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
開
城
し
、
今
ま
で
の
争
い
に
つ
い
て
も
和
議
の
上
、
我
ら
は
公
方
家

に
仕
え
る
」
と
申
し
入
れ
た
。

　

し
か
し
、
上
杉
軍
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
ず
、
逆
に
北
条
軍
を
攻
撃
し
た
の
で
、
氏
康
は
戦
わ
ず
に
に
兵

を
府
中
ま
で
引
く
。
す
る
と
上
杉
軍
は
、
こ
れ
を
見
て
、
北
条
軍
の
戦
意
は
低
い
と
判
断
し
、
自
軍
の
兵

士
が
多
勢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
楽
勝
気
分
が
漂
っ
た
。

　
敵
陣
に
突
入
す
る

　

四
月
二
十
日
（1546

年5

月19

日
）
の
夜
、
氏
康
は
自
ら
の
軍
を
四
隊
に
分
け
、
一
隊
を
多た

目め

元
忠
に

指
揮
さ
せ
て
、
戦
闘
終
了
ま
で
動
か
な
い
よ
う
に
命
じ
、
氏
康
自
身
は
残
り
三
隊
を
率
い
て
敵
陣
へ
向
か

う
。
子
の
刻
、
氏
康
は
兵
士
た
ち
に
鎧
兜
を
脱
が
せ
て
身
軽
に
さ
せ
、
連
合
軍
に
突
入
す
る
。

　
上
杉
軍
は
大
混
乱
に
陥
り
・
・
・

　

扇
谷
上
杉
軍
の
当
主
・
朝
定
の
ほ
か
、
難
波
田
憲
重
が
討
死
し
た
。
ま
た
山
内
上
杉
方
で
は
憲
政
が
戦

場
を
脱
出
し
て
上
州
平
井
に
敗
走
し
、
重
鎮
の
本
間
近
江
守
ら
が
討
死
し
た
。

　

氏
康
は
な
お
も
上
杉
勢
を
追
い
散
ら
し
敵
陣
深
く
に
切
り
込
む
が
、
戦
況
を
後
方
よ
り
見
守
っ
て
い
た
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多
目
元
忠
は
危
険
を
察
し
、
法
螺
貝
を
吹
か
せ
て
氏
康
軍
を
引
き
上
げ
さ
せ
た
。
城
内
で
待
機
し
て
い
た

綱
成
ら
の
一
隊
（「
地
黄
八
幡
」
編
成
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
氏
康
は
常
に
北
条
軍
の
先
鋒
と
し
て
、
無
類
の
強
さ
を
見
せ
、

常
勝
軍
団
と
し
て
そ
の
名
を
轟
か
す
。
八
幡
大
菩
薩
に
戦
勝
を
祈
願
し
た
と
い
わ
れ
、
合
戦
で
は
、
朽
葉
色
に
染
め
た
六
尺

九
寸
の
練
り
絹
に
「
八
幡
」
と
書
か
れ
た
旗
を
指
物
と
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
旗
色
か
ら
「
地
黄
八
幡
」
と
称
え
ら
れ
た
。

「
直じ

き
は
ち
ま
ん

八
幡
」
の
発
音
に
通
じ
る
た
め
「
自
分
は
八
幡
の
直
流
で
あ
る
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
な
お
、
綱
成
の
「
地

黄
八
幡
」
の
旗
指
物
は
現
在
、長
野
県
長
野
市
の
真
田
宝
物
館
に
現
存
す
る
）
が
、こ
の
機
を
捉
え
て
打
っ
て
出
る
と
、

足
利
晴
氏
の
陣
に「
勝
っ
た
、勝
っ
た
」と
叫
び
な
が
ら
突
入
し
、既
に
浮
き
足
立
っ
て
い
た
足
利
軍
も
散
々

に
破
ら
れ
て
古
河
へ
遁
走
し
た
。
連
合
軍
の
死
傷
者
は
一
万
三
千
〜
一
万
六
千
人
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
河
越
夜よ

戦い
く
さは

・
・
・

　

三
大
夜
戦
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
規
模
な
夜
戦
の
描
写
は
、『
北
条
五
代
記
』（
後
北
条
氏

五
代
の
逸
話
を
集
め
た
も
の
）
や
、『
関
八
州
古
戦
録
』（
江
戸
時
代
に
伝
承
を
記
し
も
の
、
享
保
十
一
年
∧1726

∨
）、

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
な
ど
、
後
世
の
軍
記
物
に
よ
る
創
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
川
越
市
史
』

に
も
、
合
戦
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
軍
記
物
に
類
す
る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
戦
い
の
結
果
、
当
主
を
失
っ
た
扇
谷
上
杉
家
は
滅
亡
し
、
敗
走
し
た
関
東
管
領
の
山
内
上
杉
家
も

急
速
に
勢
力
を
失
う
。
一
方
、
北
条
家
は
勢
力
圏
を
拡
大
し
、
戦
国
大
名
と
し
て
の
地
位
を
固
め
る
。
甲

相
駿
三
国
同
盟
の
締
結
に
よ
り
駿
河
今
川
家
や
甲
斐
武
田
家
と
の
対
立
に
終
止
符
を
打
つ
と
、
関
東
制
覇

を
目
指
し
て
越
後
の
上
杉
家
（
長
尾
氏
）
や
常
陸
の
佐
竹
家
、
安
房
の
里
見
氏
と
の
抗
争
を
始
め
て
ゆ
く
。

　
戦
国
時
代
へ
と
・
・
・

　
関
東
公
方
と
し
て
の
足
利
家
と
、そ
の
執
事
と
な
る
関
東
管
領
の
権
威
と
軍
事
力
は
決
定
的
に
失
墜
し
、

代
わ
り
に
後
北
条
氏
を
は
じ
め
と
す
る
戦
国
大
名
が
躍
進
し
た
。

　
室
町
時
代
の
枠
組
み
は
東
国
に
お
い
て
消
滅
し
、
舞
台
は
中
京
に
移
る
。

　
戦
い
に
明
け
暮
れ
る
戦
国
時
代
へ
と
移
行
し
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
の
活
動
の
時
代
か
ら
、
徳
川
家

康
の
江
戸
時
代
へ
と
引
き
継
が
れ
る
。
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元
号

西
暦

主
な
出
来
事

14881493149815031508 1501 149115041506 1489149014921494149514961497149915001502150515071509 14851487

長
享
元
年

1486

文
明
17
年

文
明
18
年

15101512 1511

延
徳
２
年

延
徳
３
年

明
応
元
年

明
応
２
年

明
応
３
年

明
応
４
年

明
応
５
年

明
応
６
年

明
応
７
年

明
応
８
年

明
応
９
年

文
亀
元
年

長
享
２
年

延
徳
元
年

文
亀
２
年

文
亀
３
年

永
正
元
年

永
正
２
年

永
正
３
年

永
正
４
年

永
正
５
年

永
正
６
年

永
正
７
年

永
正
８
年

永
正
９
年

永
正
10
年

永
正
11
年

1514 1513

足利義尚義政足利義材足利義澄足利義稙
北
条
早
雲
は
武
蔵
に
出
兵
し
て
江
戸
城
に
迫
る

扇
谷
上
杉
朝
良
が
河
越
城
に
入
っ
て
家
督
を
継
ぐ

明
応
の
政
変
（
細
川
政
元
が
将
軍
を
廃
立
す
る
）

北
条
早
雲
が
伊
豆
に
討
ち
入
る　

義
材
は
義
稙
に
改
名

船
岡
山
合
戦
で
高
国
・
義
興
連
合
軍
が
勝
利
す
る

前
将
軍
の
義
澄
が
病
死

永
正
の
錯
乱

前
将
軍
の
義
材
が
大
内
義
興
・
細
川
高
国
と
と
も
に
入
京
。

将
軍
足
利
義
澄
は
逃
亡
し
て
義
材
が
将
軍
復
帰

足
利
義
政
が
死
去

太
田
道
灌
が
相
模
糟
屋
館
に
招
か
れ
て
謀
殺
さ
れ
る

巡
歴
の
高
僧
、
道
興
准
后
が
武
蔵
国
を
訪
れ
る

定
正
、
山
内
顕
定
と
対
陣
す
る
が
落
馬
に
よ
り
死
去

立
河
原
の
戦
い

義
尚
、
近
江
鈎
の
陣
中
で
病
死

万
里
集
九
は
江
戸
を
離
れ
て
越
後
に
向
か
う

「
長
享
の
三
戦
」
で
山
内
、
扇
谷
上
杉
氏
が
激
突
す
る

日
野
富
子
が
死
去
す
る

伊
勢
新
九
郎
が
伊
豆
に
下
向
、
興
国
寺
城
主
と
な
る

江
戸
城
に
詩
僧
・
万
里
集
九
が
招
か
れ
る

十
二
月
、
山
城
国
一
揆
に
よ
る
自
治
支
配

山
内
上
杉
顕
定
は
河
越
城
を
包
囲
し
て
扇
谷
上
杉
朝

良
を
降
伏
さ
せ
る

山
内
上
杉
と
扇
谷
上
杉
両
家
の
同
盟
が
復
活
す
る

明
応
の
大
地
震

[ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 長 享 の 乱  ⇨ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ]

早
雲
が
小
田
原
城
を
奪
う

一
月
、
足
利
義
視
が
死
没
。
四
月
、
公
方
の
政
知
死
亡
。
八
月
、

義
材
は
近
江
に
出
陣
し
て
六
角
高
頼
を
追
放
す
る

北
条
早
雲
は
伊
豆
を
平
定
す
る

早
雲
は
三
河
に
出
兵
す
る
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元
号

西
暦

主
な
出
来
事

15181523152815331538 1531 152115341536 1519152015221524152515261527152915301532153515371539 15151517

永
正
14
年

1516

永
正
12
年

永
正
13
年

15401542 1541

永
正
17
年

大
永
元
年

大
永
２
年

大
永
３
年

大
永
４
年

大
永
５
年

大
永
６
年

大
永
７
年

享
禄
元
年

享
禄
２
年

享
禄
３
年

享
禄
４
年

永
正
15
年

永
正
16
年

天
文
元
年

天
文
２
年

天
文
３
年

天
文
４
年

天
文
５
年

天
文
６
年

天
文
７
年

天
文
８
年

天
文
９
年

天
文
10
年

天
文
11
年

天
文
12
年

天
文
13
年

1544 1543

足利義稙足利義晴
北
条
早
雲
は
相
模
三
浦
氏
を
滅
ぼ
す
（
相
模
を
平
定
）

北
条
早
雲
は
家
督
を
嫡
男
の
氏
綱
に
譲
る

北
条
早
雲
、
韮
山
城
で
死
去
す
る

天
文
十
年
、
北
条
氏
綱
、
病
い
で
死
去
す
る

天
文
八
年
、
国
府
台
第
一
次
合
戦
、
葛
西
城
を
最
前

線
と
し
て

氏
綱
は
伊
勢
か
ら
北
条
に
改
姓
す
る

安
房
の
里
見
氏
が
鎌
倉
に
侵
攻
し
、
鶴
岡
八
幡
宮
が
焼

か
れ
る

氏
綱
は
太
田
資
高
を
寝
返
ら
せ
て
江
戸
城
を
攻
略
す
る

氏
綱
は
甲
斐
・
駿
河
に
侵
攻
す
る

氏
綱
は
第
一
次
国
府
台
合
戦
で
勝
利
、
下
総
国
を
支
配

下
に

氏
綱
は
河
越
城
を
攻
略
す
る

鶴
岡
八
幡
宮
の
再
建
が
始
ま
る

扇
谷
上
杉
氏
の
朝
興
が
武
蔵
の
諸
城
を
奪
回
し
て
氏
綱

を
包
囲
す
る

安
房
・
里
見
家
の
内
訌
が
起
こ
る

扇
谷
上
杉
・
朝
興
が
死
去
、
朝
定
が
跡
を
継
ぐ

鶴
岡
八
幡
宮
の
工
事
が
落
成
す
る

天
文
14
年

1545

天
文
十
五
年　

河
越
夜
戦
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

　
　
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
・
・
・

　

地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市

民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
を
編
集
・
発
行
し
、

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ
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